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CODE海外災害援助市民センターの目指すもの
芹田 健太郎

CODE 海外災害援助市民センター 代表理事

海外の災害支援の核になるものを・・・
CODEの原点は痛みの共有です。震災の年の5月にサ

ハリンで地震があり、こちらも大変でしたが、むこう

も大変だから、何が何でもなんとかしようと物資を持

ってきました。

その当時、中心になっていたのは、草地賢一さんが

震災3日目に立ち上げた地元NGO救援連絡会議。海外で

、 、大きな災害があるたびに 集まって委員会を立ち上げ

被災地に行く。それが6,7年続いたころ、次々と大きな

災害が起こり、そのたびに委員会を2つも3つも同時に

つくるのが、手に負えなくなってきました。また委員

会もほぼ固定化していましたから、この際、海外災害

支援の核になるものをと、立ち上げたのがCODEです。

最後の一人まで手を差し伸べる
CODEというのは「海外の緊急災害援助に立ち向かう

市民たち」という英語の頭文字です。行政や企業に属

する人も、学者や専門家、ＮＧＯも、一市民として、

困難に直面している被災地の人々のところに行くわけ

です。

そのとき、我々の視点は、弱い人々にあります。震

災の年の12月、神戸で開催された「第1回市民とNGOの

『防災』国際フォーラム」でもただ単に「人」という

のでなく、その人とは弱者である子ども・高齢者・女

性・外国人・・・と、具体的に対象をあげていきまし

た。そうしないと、誰が、どんな助けを求めているの

か、見えてこないからです。瓦礫に埋まった人たちを

最後の一人まで、手を携えてやっていく。そして、そ

の先にあるのが、暮らしであり、暮らしの再建、とい

うことなのです。

ですから、我々は、災害があれば取りあえず行く、

ということはしません。むしろ、少し遅れて現地に入

り本当に必要なものは何かを探り出す。それをたとえ

ばぶどうプロジェクトのように、ある期間、支援し続

けるわけです。ですから、あくまでも暮らしを中心に

して、人々と手をつなぐ。それが我々の目指している

ものです。

（CO-OPステーション8月号インタビューより）
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CODE letter 2

アフガニスタンの少年たち

小さな絵描きたち
～被災地バムの子どもたちが見た風景～開催中

6月29日（火）より

人と防災未来センター

防災未来館にて「小さ

な絵描きたち～被災地

バムの子どもたちが見

た風景～」と題した絵

画展が開催されていま

す。

昨年の12月26日に発生したバム地震直後に、子ども

たちの現状を心配したテヘランのNGO・AHKK（働く子

どもを守る会）からお借りしたものです。本当の地震

直後の状況の中でバスを借りてテヘランから絵の具等

を詰め込み、バムで被災した子どもたちを集めたそう

です。メンバーの一人は「多くの子どもたちが亡くな

っている状況の中で子どもたちはいないかと声を掛け

るのはつらかった。でもこの状況をどうにかしなけれ

ばならないという一心でした 」と話されていました。。

また同時に兵庫県稲川町白金小学校の子どもたちが

バム地震直後に自作の募金箱を持って街頭募金をして

くれました。その時の募金箱の展示もされています。

白金小学校の生徒たちからのバムの子どもたちへの絵

画もバムに送られAHKKで「白金小学校の子どもたちか

らバムの子どもたちへの絵画展」として2日間の絵画展

が行われました。

絵画展は8月29日（日）まで開催されています。

ぜひ、みなさまお誘い合わせの上、会場まで足をお運

びください。

また関連セミナーが開催され、CODE事務局スタッフ

斉藤容子がバムの報告を致します。

日 時：７月25日（日）13:30～

場 所：人と防災未来センター防災未来館企画展スペース

バムの最新情報」報告者：「

CODE 海外災害援助市民センタースタッフ斉藤 容子

「絵画展を通してバムを考える」

大阪大学人間科学部渥美 公秀

ボランティア人間科学講座助教授

参加方法：当日開催30分前より会場前にて受けつけ開始

予約不要・無料

夏本番！CODEＴシャツ販売中！！

７月上旬にも関わらず梅雨明けの発表もされない内に真夏

イランの子どもたちの絵

日が続いております。昨年よりCODEＴシャツの通信販売を行

っています。

◆Ｔシャツ：ボディはしっかりとした生地のヘビーウェイト

を使用しています。室内の普段着から屋外のボランティアの

、 。 、 、現場まで カジュアルに着こなせます サイズは ホワイト

グレー共に「1５0、Ｓ、Ｍ、Ｌ」の４種類。

◆販売価格：どのサイズも、1着1,500円です。

◆送 料：1着240円。10着以上は送料サービスです。

◆注文方法：電話またはFAXでお申し込み下さい。必要事項

。をE-mailでお送り下さっても結構です(e-mail：info@code-jp.org)

◆支払方法：Tシャツは郵便またはクロネコヤマトの宅配便

でお届けします。お支払いはTシャツに同梱の郵便振込用紙

を用いて、お近くの郵便局より指定の口座にお振り込み下さ

い。振込手数料はお客様のご負担になりますので、ご了承下

さい。

※Tシャツ販売による収益金は「CODE海外災害援助市民セン

ター」の活動に役立たせて頂きます。

これまでの活動記録6/1～6/30

関西NGO大学運営委員会合宿（神戸学生青年センター）6/5,6

6/7 UNCRD研修受け入れ

6/13 村井雅清理事・事務局長イラン派遣（～6/15）

6/16 村井・斉藤カブール派遣(～6/26)

「小さな絵描きたち」絵画展開催 (～8/29)6/29

ありがとうございます6/1～6/30

会員・寄付者ご芳名（以下順不同・敬称略）
◆一般寄付

三島宣彦（東京都） 有馬忠広（京都府） 近藤個人：
健央（大阪府） 池見勝己・宏子（以上兵庫県）

◆会 員

正会員
有馬忠広（京都府） 野崎隆一（兵庫県）個人：

生活協同組合コープこうべ団体：
賛助会員

平松直美（滋賀県） 塚本千代子、近藤健央、和個人：

（ ） 、 、田清 以上大阪府 池見勝己・宏子 高橋智子
林同春、山本佳子、本宮広、三木清、坂本真由

美、水野雄二（以上兵庫県）
(有)村井新聞店（北海道）団体：
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プロジェクトニュース

■イラン地震救援プロジェクト（2003年12月26日～）
事務局スタッフ斉藤容子はイラン・アフガニスタン視察を終了し、無事 月 日テヘランより合流6 27

した村井事務局長と共に帰国致しました。視察報告を掲載させていただきます。

－子ども・若者支援－
今回私が ヶ月間滞在したのは、前回大型テントの支援を1

決定した （働く子どもを守る会）というテヘランのAHKK
のコネックス（簡易コンテナ）です。前回訪れたときNGO

は、公園の真ん中でテントを 張使って、チャイルドケアセ2
ンターを運営していました。今回は大型テントが建てられた

こともあり、公園からその目の前にある元血液センター跡地

へと場所を移動しています。ここでは大型テント、小型テン

ト 張、そして図書室、事務所兼宿泊所コネックスが設置さ3
れています。

朝から子どもたちのかけ声が大型テントから聞こえてきま

した。中を覗いてみると空手着を着た怖そうな先生が子ども

たちの前に立って「いち、に、さん」とかけ声をかけていま

。 、 、す それに合わせて子どもたちも右腕 左腕を前に突き出し

先生の「じゅう」という大きなかけ声で「てやーー！」と大

声を上げているのです。そして「押忍！」と言って終了。人

気の空手教室でした。先生にお話を伺うと 年以上も空手を10
習われており、ここで子どもたち向けクラスと青年空手クラ

スを開いておられました。

その他にも、ここでは幼稚園、英語クラス、体育クラス、

音楽クラス、エアロビクラスなどがあり、午前と午後に分け

てクラスが行われています。

常駐しているのはテヘランからのバタニさん、そして音楽担当のサイード君ですが、勤務時間帯に

は幼稚園を担当するアフソニーさん、カウンセリングと図書担当のモジュデさん、そして英語担当の

アレズさんが滞在しています。

－コミュニティセンター建設に向けて－

現在 が活動するのは既に述べたように元血液センター跡地という保健省管轄の土地です。いAHKK
ずれはここをでなければならないという状況にあります。しかし、この地域の人々、特に現在は子ど

もたちにとって、ここはなくてはならない場となっていることは確かです。また女性たちの場として

も利用してもらえるように現在は準備中です。

そこで、 ではこの大型テントが地域の人々にとって復興の中心となるような恒常的なコミュCODE
ニティセンターが建てられないかと模索をしてきました。まずこの場所から近いところに土地を確保

することが恒常的な建物を建てるためには必要です。地震後、すべての家族が亡くなってしまった方

の親族が土地を やモスクに無償で提供するということが頻繁に行われているようで、一度その話NGO
を聞き、お願いに行くと既にモスクへ寄贈してしまった後でした。イスラム圏独自の精神と言えるの

。 、 。でしょう 今回の滞在中には見つけることはできなかったものの引き続き 土地探しは続いています

またその間にも新たな女性たちによる参加もあり、彼女たち自身が恒常的なセンターがほしいと願っ

てくれるようになれば理想だと思っています。

空手教室

英語教室

CODE海外災害援助市民センター

652-0801 2-1-10〒 神戸市兵庫区中道通

Tel: 078-578-7744 Fax: 078-576-3693
e-mail: info@code-jp.org
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－サイード音楽教師養成トレーニング－
既に前回のプロジェクトニュースでも名前は出てきている

サイード君ですが、彼は元々第 次視察の私たちの通訳でし2
た。しかし、テヘランで幼稚園の音楽先生でもあり、また月

に数回は病院へ行って音楽セラピーとして音楽の楽しさを教

えているため、私たちの視察が終了した後も何度か被災地を

訪ね、音楽教室を開いてきていました。そして ヶ月間バム6
に滞在することを決め、今は で音楽教室を開いていまAHKK
す。ここイランでは学校では音楽の授業がありません。ギタ

ーや古楽器などイランの人は好きだということですが、サイ

ードのように幼稚園向きの音楽をできる先生は多くはいませ

ん。いつも小さな鉄琴を使って子どもたちに音楽の楽しさを

教えているといった感じの彼の音楽クラスは大人気です。

しかし、彼がずっとこちらにいることはできず、いつかはテヘランへ戻らねばなりません。そこで

彼は幼稚園の先生を対象に音楽教師養成トレーニングをしたいと提案をしました。これは とCODE
が ヶ月間の契約をし、サイードを教師として雇うという形をとっています。早速、バタニさAHKK 6

んが福祉局で行われていた幼稚園の先生トレーニング教室でこのことを告げると多くの先生がやりた

いと言っていました。しかし時間的にも場所的にもすべての人をというわけにはいきませんので、サ

イードが面接をしてまずは 人ほどから教えるということになったようです。 はこの教師トレ25 CODE
ーニングに対して へのコネックス提供、先生用トレーニング楽器等の提供を行います。AHKK

－市内の様子－

最初の目に入ったのは瓦礫の山ばかりでした。正直「何も変わってないじゃないか」と少し期待を

持っていたためにがっかりとも感じました。しかしよく見てみると、ロータリーに並ぶ店は確実に増

えています。中でもよく目にするのはテントで経営される男性用散髪屋さん。更に市内に車を走らせ

ていると、私の最初に持った印象は間違いだったということに気づいたのです。町は何も変わってい

ないことはなく、人々は確実に動きだしています。スコップを手に持ち、そしてトラクターに乗り込

み、男性たちが新たな街の再建に取り組んでいる姿を見ることができました。

現地は真夏となり毎日 度にもなる暑い毎日です。テントから仮設住宅へ移る人たちもでてきまし40
た。しかし、未だ多くの人たちがテントで暮らしているのも現状です。子どもたちの心の問題、女性

たちの問題、雇用の問題等々、抱える問題は際限なく挙げられるでしょう。しかし、その中でより良

い街をと復興に汗を流している人たちがいます。阪神・淡路大震災からの教訓を伝えるという大きな

使命を一つとしている として、この 年で学んだ多くのことを現地へ伝えていきたいと思いまCODE 10
す。そして、同時に彼らと共に学んでいければと思います。今後とも皆様のご協力を宜しくお願い致

します。

== ==お詫びと訂正

先月号のプロジェクトニュース、バンコク・スアンプルー地区火災支援の記事において、寄附金額及び日付けに誤り

がございました。お詫びして訂正致します。

<以下訂正文>

今回の募金活動で へ寄せられた、みなさまからの寄付金 円は 月 日付けで、現地での活動にあたっCODE 121,492 6 7
ている へお送りいたしました。また、現在も募金活動を継続されております皆さまにつきましては、責任を持っSVA
て随時 へお送りさせていただきます。今後も からの報告が入り次第お伝えしていきます。ご協力ありがとうSVA SVA
ございました！

■募金について
募金にご協力して頂ける方は、下記の郵便振替口座にて通信欄に「イラン地震支援 「アフガニスタン支」

援」とそれぞれ明記してください。なお募金全体の15％を事務局運営・管理費に充当させて頂きます。

口座番号：００９３０－０－３３０５７９

加入者名： C O D E

音楽教室



（以上編集：事務局）

CODEの活動は、様々な方のご支援に支えられて行われています。すべての皆様にご報告を直接させて頂き

たいのですが、物理的にも財政的にも制限があり、ホームページやメーリングリストなどを通して広くご報

告させていただいております。ご理解のほどよろしくお願い致します。

当センターのホームページ <http://www.code-jp.org> にも同様のものをアップしております。

（以上編集：事務局）


